
奇
き

跡
せ き

の 乗
の

り物
もの

　「今
きょう

日は、何
なん

て いい 天
てん

気
き

なんだろう。」　
キッチンに 入

はい

ってくると、 お父
とう

さんが 言
い

い
ました。キッチンでは、ジェリーと お母

かあ

さんが 
朝
ちょう

食
しょく

を 終
お

えるところでした。
　お母

かあ

さんが 言
い

いました。「ジェリー。明
あした

日 
あなたの 学

がっ

校
こう

で お父
とう

さんや お母
かあ

さんがたの
ために もよおされる 展

てん

示
じ

説
せつ

明
めい

会
かい

で 出
だ

せる
ように、ジョンソンさんが レモネードを 作

つく

って
くれるの。うちの 木

き

から レモンを 取
と

って 
洗
あら

うの、手
て

伝
つだ

いたいかしら？　そしたら、
それを ジョンソンさんの おうちに とどけに 
行
い

けるわ。」
　「うん、手

て

伝
つだ

いたい！」と、ジェリーは 答
こた

え
ました。 「 それから、とちゅうで 公

こう

園
えん

に 
寄
よ

っても いい？　大
おお

きな 青
あお

い 宇
う

宙
ちゅう

船
せん

に 
乗
の

りたいんだ。」
　「ええ、いいわよ。じゃあ、帰

かえ

りに 公
こう

園
えん

に 
寄
よ

りましょうね。」と、お母
かあ

さんも 言
い

いました。



　「さあてと、これで 準
じゅん

備
び

 オッケーだね。」　レモンの 
入
は い

った かごを 車
くるま

に のせると、ジェリーは 車
くるま

に 
乗
の

りこみました。「出
しゅっ

発
ぱ つ

進
し ん

行
こ う

！」
　「ジェリー、そんなに あわてないで。」と、お父

とう

さんが 
注
ちゅう

意
い

しました。
　「どこに 行

い

くにも、まず、何
なに

を しなくちゃ 
いけないんだい？」
　「祈

いの

ること。」　ジェリーが 答
こた

えました。
　「そうだね。主

しゅ

が、わたしたちを 事
じ

故
こ

から 守
まも

って
くださるように、祈

いの

らなくちゃね。ジェリー、イエス様
さま

が 
ぼくたちを 安

あん

全
ぜん

に 守
まも

ってくださるよう、 祈
いの

りたいかい？」
　「うん。・・・イエス様

さま

、こんなに たくさんの レモンを 
取

と

るのを 助
たす

けてくださった ことを、感
かん

謝
しゃ

します！　どうか、
ぼくたちを 安

あん

全
ぜん

に 守
まも

ってください。アァメン！」
　レモンを ジョンソンさんに とどけると、ジェリーと 
お母

かあ

さんと お父
とう

さんは、公
こう

園
えん

へ 行
い

きました。
　「今

きょう

日は、公
こう

園
えん

が こんでるな。」　車
くるま

を 止
と

めながら、
お父

とう

さんが 言
い

いました。
　「ねえ、見

み

て、お母
かあ

さん！　見
み

て、お父
とう

さん！　大
おお

きな 
青
あお

い 宇
う

宙
ちゅう

船
せん

の 乗
の

り物
もの

だ。」
　「でも、ヘンねえ。今

きょう

日は、どうして だれも 乗
の

って
いないのかしら？」　公

こう

園
えん

に 近
ちか

づくと、お母
かあ

さんが 
言
い

いました。



　「こんにちは、ジェリー！」　後
うし

ろから、声
こえ

が しました。
　「こんにちは、アニー！」　ジェリーが 答

こた

えました。
「今

きょう

日は、お母
かあ

さんと いっしょに 木
き

から レモンを 
取

と

って、ジョンソンさんに とどけてきたんだ。明
あした

日の
ために レモネードを 作

つく

ってくれるんだって。」
　「うわあ、すてき！　わたしも、後

あと

で お母
かあ

さんと 
クッキーを 焼

や

くの。公
こう

園
えん

には、宇
う

宙
ちゅう

船
せん

に 
乗
の

るために 来
き

たんだけど、お金
かね

を 入
い

れても 
動
うご

かないのよ。ほかの 子
こ

どもたちも 試
ため

したんだけど、
全
ぜん

然
ぜん

 動
うご

かないの。こわれちゃったんだと 思
おも

うわ。」
　「直

なお

せる 人
ひと

を 知
し

っているわ。」　ジェリーの 
お母

かあ

さんが 言
い

いました。
　「イエス様

さま

は、何
なん

でも 直
なお

せるのよ。お祈
いの

りして、
宇

う

宙
ちゅう

船
せん

を 直
なお

してくださるように お願
ねが

いしましょう。」
　「イエス様

さま

、どうか お願
ねが

いです。」　ジェリーが 
祈
いの

り始
はじ

めました。「ぼくは、すごく 宇
う

宙
ちゅう

船
せん

に 
乗
の

りたいです。アニーも、ほかの 子
こ

どもたちもです。
イエス様

さま

は、聖
せい

書
しょ

の 中
なか

で 言
い

われました。
『何

なに

事
ごと

でも わたしの 名
な

によって 願
ねが

うならば、
わたしは それを かなえてあげよう。』(ヨハネ 14:14）　
だから、この 乗

の

り物
もの

を、ぼくたちのために 直
なお

して
ください。アァメン！」



　「じゃ、いいわね。」　ジェリーの お母
かあ

さんが
言
い

いました。「お金
かね

を 入
い

れて、奇
き

跡
せき

を 
期
き

待
たい

しましょう。」
　ジェリーが 宇

う

宙
ちゅう

船
せん

に 乗
の

ると、お父
とう

さんが
お金

かね

を 入
い

れてくれました。すると、宇
う

宙
ちゅう

船
せん

は
すぐに 動

うご

き始
はじ

めたのです。
　「うわーい！　直

なお

ったぞー！」　思
おも

わず、
ジェリーは さけびました。
　「すごいわ、ジェリー！」　アニーが 言

い

い
ました。「イエス様

さま

は、あなたの お祈
いの

りに 
答
こた

えてくださったのね。」
　そばで 遊

あそ

んでいた ほかの 子
こ

どもたちも、
ジェリーが 宇

う

宙
ちゅう

船
せん

のために 祈
いの

った 時
とき

に 
起
お

きた 奇
き

跡
せき

を 見
み

に、走
はし

ってきました。
　「今

きょう

日は、全
ぜん

然
ぜん

 動
うご

かなかったのよ。」　
アニーは、集

あつ

まってきた 子
こ

どもたちに 説
せつ

明
めい

して
あげました。「だけど、ジェリーと ジェリーの ママと 
パパが お祈

いの

りしたら、動
うご

くように なったの！」
　「お祈

いの

りには、力
ちから

が あるんだ！」　アニーに 
順
じゅん

番
ばん

を 代
か

わりながら、ジェリーが 言
い

いました。
　「わたしも、これから いろいろな ことのために、
お祈

いの

りするわ！」と、アニーが 言
い

いました。
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